
 

 

 

 

 

 

場所や人物・行事等の写真や絵・地図など 

 

内容の説明・エピソード等 

西新子 光明寺の金銅仏 

明治以前は波宝神社の境内あたりにあった大きな寺の所有物だったと 

か。明治初めの廃仏毀釈でその寺がなくなる時預かったという話。住職 

の故村岡空氏（先代）が、その存在を知り調べたところ大変重要な仏像 

であることが分かった。現在は、広く知ってもらうことと防犯の目的で 

奈良の国立博物館で預かってもらっている。４，５年前一度里帰りした。 

ふるさと 再発見！ 


